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　　ぽっかぽかだより

暖冬と言われながらも1月はやはり寒い日が続いています。インフルエンザも少しずつ流行してきています。「うがい、手洗い」をするように引き続きお声掛けお願いいたします。

 ３学期のこの時期は生活、学習面でも1年間の総まとめになってきます。体調を崩すことなく、健康に学校生活を送れることを願っています。また、苦手な科目・分野においても、真正面から受け止めて、学び大きく成長して次年度を迎えてほしいと思います。


　新しい年を迎え、みんな張り切って学校生活を過ごしています。
ぽっかぽか教室の授業の様子をのぞいてみました。




障がい理解教育、出前授業
支援学級では、学年を通して系統立てて、障がい理解教育を行っています。支援担任が学年やクラスに出向いて授業を行っています。1月は、4年生の「バリアの授業」、3年生の車いす体験、アイマスク体験を行いました。



　
　
　　　　　　　　　　　　

【2、3月の予定】
・2月14日（金曜日６ｈ）　ぽっかぽかタイム（体育館でこおりおにとパネル返し）
・3月4日（水曜日６ｈ）　　ぽっかぽかタイム（お別れパーティー）
・3月中旬　　6年生　　茶話会　　　　
・2月下旬～3月中旬　　　個人懇談
※詳しいお便りは、また日が近くなりましたら配布します。
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みんな、とってもがんばってますよ！
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アイマスク体験


アイマスクをして目の見えないことを体験しました。





バリアの授業


「バリア」は目的に行くのにじゃまする物、困ったことを意味します。自分のバリアと乗り越える方法を考えます。





車いす体験


車いすの使い方や安全に押す方法を学習しました。


みんな、真剣に取り組みました。
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